
 

 

 

平 成 26 年 11 月 20 日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 西部県民センター 氏名 石富 恵梨 

派 遣 先  

団 体 名  
益田市益田公民館・益田市地区振興センター 

①  研修の日時 

日 時 ：１０月 ２７日 （月 ）～１１月 ４日 （火 ）  ８：３０～１７：１５  

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

■１０月２７日～３１日ＡＭ： イベントの事前準備 ＠益田公民館 

【１１月１日～３日のイベントで使用する甲冑の作成】 

「いきいき益田の会」の方の指導のもと、手作りの鎧かぶとの制作に参加し、研修生２名で当日

までに甲冑２領を完成させた。 

 

■１０月３１日ＰＭ： 地域で考える交通確保とまちづくり勉強会 ＠真砂中学校 

【勉強会の出席】 

勉強会では中山間地域における公共交通機関、移動手段の在り方について、真砂地区の 

取り組みを例に現状報告や意見交換を行った。真砂地区振興センター、市人口拡大課、 

石見交通(株)、地域住民など約５０名程度が参加。 

  （主催：真砂の交通を守る会、共催：益田地域公共交通活性化協議会） 

 
 

 

☆甲冑は全て手作業で作成
されており、紐 を通 す作 業 は
表 面 だけではなく裏 面 もきれ
いな模 様 になるように注 意 が
必要である。 
 
そのため「胴 」と「草 摺 り」をつ
なぐ作 業 は１領 につき２人 が
かりで慎重に行う。 

☆高 齢 化 率 ５０％の真 砂 地 区 は、商 店 が少 なく
高 齢 者の買 い物 支 援が必 要 である。公 共 交 通 機
関 (バス)は便 数 が少 なく、市 街 地 への往 復 を考 え
ると費 用 も高 い。バス停 が遠 い地 域 に住 んでいる
高 齢 者 もいる。このような状 況 から、高 齢 者 が買
い物 に出 掛 けるための「買 い物 バスツアー」を実 施
している。 
 
買 い物 バスの利 便 性 は高 齢 者 に歓 迎 されている
が、道 路 運送 法の関係 、資 金調 達 方 法、運 行場
所・時間 などが課 題である。 



 

 

 

■１１月１日～２日： 室町文化フェスティバル ＠島根県芸術文化センター「グラントワ」 

【「甲冑披露＆益田氏花押スタンプラリー」のスタッフ】 

研修中に完成させた甲冑を着て、イベントの来場客に益田氏の１１代～２０代の当主の花押の

スタンプラリーを実施した。益田氏に関する歴史が記載してあるスタンプ帳に、それぞれの当主

に扮したスタッフがスタンプを押し、全ての当主のスタンプが揃った方には記念品を進呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ▲地 元 の高 校 生 も甲 冑 を着 て参 加  

 

 

 

 

 

 

 

▲田 植 え囃 子          ▲益 田 公 行 列           ▲大 行 司 ・小 行 司 行 列  

 

■１１月４日：イベントの後片付け ＠益田公民館 

七尾祭りで使われた様々な衣装・小道具の仕分け、洗濯、掃除等 

 

 

 

☆ 益 田 市 合 併 １ ０
周 年 記 念 事 業 とし
て 、 グ ラ ン ト ワ 内 で
「益 田 家 文 書 里 帰
り展 」が開 催 されて
おり、益 田 氏 につい
て広く知 ってもらうこ
とが目 的。 
（益 田 市 社 会 教 育 課 ）  

☆１１月 ２日 の山 陰 中 央 新 報 に掲 載 されました！ 

（スタンプラリーの様 子 ：写 真 左 側 奥 ２名 が研 修 生 ） 

☆衣装の数 が揃っているか、損傷がないか確認 。来年の祭 りまで１年間 収 納する
ので、きれいな状態で保存できるようにしておく。数がとても多く時間がかかった。 

■１１月３日： 七尾まつり ＠益田市内 

【益田公武者行列に甲冑を着て参加】 

七 尾まつりでは益 田 公 の武 者 行 列のほか、大

行 司 ・小 行 司 行 列 、田 植 え囃 子 、子 ども奴 、

レディース御 輿 などの行 列が旧 益 田 市 内 を練

り歩 いた。石 見 神 楽 や屋 台 の出 店 もあり、地

域の方が多く参加されていた。 



 

 

③  研 修 の 感 想  

（研 修 の 全 般 的 な感 想 、各 団 体 での 活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後

に おける意 識 の 変 化 ）等 に ついて記 入 してくだ さい。）  

今 回 の 研 修 では、地 域 の 繋 が りの 強 さを深 く感 じた。 

祭 りの 運 営 に あたる自 治 会 や、いきいき益 田 の 会 の 方 は比 較 的 ご高 齢 の 方 が 多

いが 、みなさんとても元 気 で、地 域 社 会 の 中 で人 との 繋 が り（イベントの 準 備 、公 民 館

で各 種 講 座 への 参 加 ）や目 的 意 識 （イベント の 運 営 実 行 ）をもつことが 活 力 に 繋 が っ

ているのだ と思 う。 

一 方 、１１月 １日 ～３日 の イベントに は、子 どもからお年 寄 りま で幅 広 い年 齢 層 の 方

が 参 加 されていた。意 外 だ ったの は、祭 りに比 較 的 若 い方 も参 加 されていたことで、

進 学 や就 職 で地 元 を 離 れる若 者 が 多 い中 、受 け継 が れてきた歴 史 や伝 統 を大 切 に

している若 者 もこの 地 域 に は残 っていると感 じた。 

益田公民館は「公民館」と「地区振興センター」の両方の面を持っているため、業務の種類

は多岐にわたっている。館長さんも「地域のこと全部が仕事」だと言っておられ、地域住民の

方も「公民館で聞けばなんとかなる」と思っておられることもあるそうだ。地域住民をつなぐ場、

課題解決の場として、公民館の意義はとても大きいと感じた。 

 

また、「自分で甲冑を制作して、その甲冑を着る！」機会は、この研修に参加しなければま

ずなかったと思うので、非常に貴重な経験ができ、楽しかった。 

 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 

 

（注 ）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 があれば、添 付 してくだ さい。  

 


